
大分県急性血液浄化学術講演会２０１６ 

 謹啓 時下、先生におかれましては益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。 

また、平素より格別のご指導とご高配を賜り厚くお礼申し上げます。 

 さて、この度下記の要領にて学術講演会を開催する運びとなりました。 

ご多忙中とは存じますが、是非ご出席賜りますようお願い申し上げます。 

         敬 白 

2016年 6月 30日（木）18:30 ~ 

レンブラントホテル大分 「二豊」 

 大分市田室町9 - 20 TEL:097-545-1040 

一般講演 18:45~19:15 

特別講演 19:15~20:15 

日時 

場所 

座長：大分大学医学部附属病院集中治療部    診療教授 後藤 孝治 先生 

座長：大分大学医学部附属病院集中治療部        助教 古賀 寛教先生 

１．「当院におけるCHDFの現状」 

  大分市医師会立アルメイダ病院 臨床工学室 若宮 聡一郎 先生 

２．「PMMA-CRRTにおける濾過流量の違いによる臨床効果への影響」 

  大分大学医学部附属病院  医療技術部 臨床工学・歯科部門  井上 隆光 先生 

３．「急性腎傷害患者における腎代替療法の至適浄化量に関する検討」 

  大分大学医学部附属病院 麻酔科・集中治療部 安部 隆国 先生  

   

「THE ENDOTOXIN AWAKENS」   
 ～エンドトキシン吸着療法のevidenceとexperienceの狭間で～ 

  演者：広島大学 大学院医歯薬保険学研究院 

       応用生命科学部門 救急集中治療医学 

           准教授 廣橋 伸之 先生 


